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１．はじめに 

コンクリート標準示方書では，骨材の規格値として

絶乾密度 2.50g/cm3以上，吸水率は細骨材 3.5％以下，

粗骨材 3.0%以下と規定されている。しかし，最近では

骨材資源が枯渇化し良質な骨材を安定して確保するこ

とが困難な状況にあり，これらの品質が規格から外れ

る骨材（以下，低品質骨材と呼称する）であってもコ

ンクリートの品質に対して悪影響を及ぼさないことが

保証できれば資源の有効活用の観点からも望ましい。

そのためには，これら低品質骨材を用いた場合にコン

クリートの諸性質に及ぼす影響を明らかにすることが

重要である。本実験では，特にフレッシュ時の特性に

着目し，低品質骨材の使用がモルタル及びコンクリー

トの流動性に及ぼす影響について検討した。 

２．低品質骨材を使用したコンクリートの流動特性 

 実験に使用した骨材の物性値を表１，実験の組合せ

およびコンクリートの配合を表２に示す。 

骨材の組合せは，比較用普通骨材，2 種類の低品質

骨材（A，B）の単独使用，普通骨材と低品質骨材を混

合後に絶乾密度および吸水率が規格範囲内となるよう

混合した骨材 2 種類の計 5 種類とした。セメントは普

通ポルトランドセメント（密度 3.16 g/cm3 ）を用い，

混和剤は AE 減水剤を使用した。配合条件は一定とし，

骨材のみを混合骨材，低品質骨材で体積置換した。 

 低品質骨材を混入した場合のスランプの変化を図１

に示す。低品質の粗骨材を混合した場合にはスランプ

はほとんど変化しないが，低品質の細骨材を混合する

とスランプが低下する傾向となり，低品質骨材を全量

用いた場合には著しく低下した。低品質骨材を用いた

場合に粗骨材より細骨材の方が流動性に悪影響が生じ

ることは既往の研究と同様であった 1)。 

３．低品質骨材を使用したモルタルの流動特性 

低品質細骨材を用いた場合に流動性が低下する原因 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を特定するために，表３に示す検討要因についてモル

タル試験を行った。なお，細骨材の粒度の相違が流動

性に及ぼす影響を取り除くため，低品質骨材の粒度を 
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骨材種類
表乾
密度

(g/cm3)

絶乾
密度

(g/cm3)

吸水率
(％)

粗粒率
F.M.

実積率
(％)

普通骨材 (Ｓ０) 2.65 2.61 1.41 3.00 65.7

低品質骨材 (ＳＡ) 2.45 2.34 4.92 2.90 61.8

低品質骨材 (ＳＢ) 2.29 2.11 8.55 3.23 60.6

Ｓ０ 70％＋ＳＡ 30％ 2.59 2.52 2.46 2.97 64.5

Ｓ０ 90％＋ＳＢ 10％ 2.61 2.55 2.12 3.02 65.2

普通骨材 (Ｇ０) 2.65 2.63 0.69 6.70 61.0

低品質骨材 (ＧＡ) 2.43 2.34 4.26 6.69 60.8

低品質骨材 (ＧＢ) 2.27 2.10 8.20 6.69 59.9

Ｇ０ 70％＋ＧＡ 30％ 2.58 2.54 1.76 6.70 60.9

Ｇ０ 90％＋ＧＢ 10％ 2.61 2.57 1.44 6.70 60.9
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表１ 骨材物性値 

表２ 実験の組合せとコンクリートの配合 

図１ 骨材種類とスランプの関係

表３ 検討要因（モルタル実験） 
検討要因 水準・方法

混和剤の影響 AE減水剤の使用の有無

骨材の破砕 練混ぜ前後の粒度分布

骨材の表面状態 表面水率　１％，５％，８％

骨材の拘束水率
細骨材容積を一定として水粉体容積を変化
させたモルタルフロー試験
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表１に示す普通骨材の粒度と同じになるよう調整した。

他の使用材料はコンクリート試験と同様である。モル

タルの基準配合を表４に示す。コンクリート配合から

粗骨材を除いた配合を基本とした。細骨材のみを混合

細骨材，低品質細骨材で置換した。  

低品質細骨材の混入によるモルタルフローの変化

を図２に示す。コンクリートと同様に低品質細骨材を

混入すると流動性が低下し，特に AE 減水剤を添加し

た場合に顕著であった。また，この傾向は各細骨材の

表面水率を変化させた場合も同様であった（図３参照）。 

そこで，モルタルを練混ぜ後，0.075mm ふるい上で

モルタルを洗い，細骨材を取り出して粒度分布を測定

してみた。その結果，図４に示すように練混ぜ前後で

細骨材の粒度に差は認められず，練混ぜ時に破砕によ

る物理的な変化は生じていないことが確認された。 

さらに，モルタル中の細骨材容積を一定として水粉

体容積を変化させ，相対フロー面積比と水粉体容積比

の関係から細骨材の拘束水量を定量化する方法 2)によ

り細骨材の拘束水率を測定した。結果を図５に示す。

低品質骨材 A の拘束水率は，普通骨材より約 2%，低

品質骨材 B は約 5%程度，それぞれ絶対値は大きく，

低品質骨材を使用した場合には骨材の表面に水が拘束

され，流動に寄与できる水量が少なくなるものと考え

られる。また，この結果を参照すると，低品質骨材を

用いたコンクリートにおいて粗骨材より細骨材の場合

に流動性の低下が顕著であったのは，表面積による拘

束水量の相違に起因するものと推測される。 

４．まとめ 

本実験の範囲内で得られた知見を以下に示す。 

1)低品質骨材を用いた場合，粗骨材の場合は流動性は

変化しないが，細骨材を混入すると流動性が低下する。 

2）上記の原因としては，練混ぜ中における骨材の破砕

による粒度の変化や骨材内部の空隙への吸水などの影

響は認められず，骨材表面に拘束される水量が多くな

ることが一因と考えられる。 
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表４ モルタルの基準配合(普通骨材使用時)

図４ 練混ぜ前後の骨材粒度の変化

図３ 細骨材の表面水率とモルタルフローの関係 

図２ AE 減水剤使用の有無とモルタルフローの関係
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図５ 細骨材の拘束水率測定結果 

＊拘束水率は，フロー100 となるときに細骨材が拘束する水と

細骨材との質量百分率 
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